
千せ
ん

二に

百
ひ
ゃ
く

年ね
ん 

高こ
う

野や

の
坊ぼ

う

の 

ほ
と
と
ぎ
す

い
の
ち
噴ふ

く 

木き

ぎ々
の
息い

ぶ
き吹

を 

楽が
く

章
し
ょ
う

と

　
　
　
　
　
聞き

こ
し
召め

す
か
や 

野の

仏
ぼ
と
け

穏お
だ

し

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

黒く
ろ
か
み髪

　
和か
ず

代よ

森
　
　
幸さ
ち

子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
万
里
の
春
を
満
喫

  

浦
ノ
崎
桜
の
駅
ま
つ
り

　
３
月
29
日
、
松
浦
鉄
道
浦
ノ
崎

駅
で
、
桜
の
駅
ま
つ
り
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
住
民
が
実

行
委
員
会
を
結
成
し
、
地
域
の
活

力
づ
く
り
の
た
め
に
一
体
と
な
っ

て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
市
内
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
が
駅

に
降
り
立
ち
、
駅
前
広
場
の
特
設

ス
テ
ー
ジ
に
大
集
合
し
た
ほ
か
、

地
元
の
園
児
や
音
楽
愛
好
家
が
歌

↑満開時には『桜のトンネル』が見
どころとなる松浦鉄道浦ノ崎駅

や
踊
り
を
披
露
す
る
桜
ラ
イ
ブ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
広
場
内

で
は
物
産
販
売
や
ま
ち
か
ど
健
康

教
室
な
ど
も
催
さ
れ
、
も
う
少
し

で
満
開
を
迎
え
る
と
い
う
桜
の
名

所
は
、
写
真
愛
好
家
や
多
く
の
家

族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
浦
ノ
崎
駅
は
線
路
沿
い
に
約
90

本
の
桜
が
植
え
ら
れ
、
満
開
時
に

は
駅
を
覆
う
よ
う
に
『
桜
の
ト
ン

ネ
ル
』が
で
き
る
桜
の
名
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

↑特設ステージには、地元のポストンくん
をはじめ伊万里のゆるキャラが大集合

　
３
月
23
日
、
市
役
所
で
鉛
筆
削

り
器
の
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
伊
万
里
商
工
会
議
所

女
性
会
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
今
回

で
３
回
目
。
市
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
、
イ
ベ
ン
ト
の
収

益
の
一
部
を
活
用
し
て
寄
贈
し
ま

し
た
。
鉛
筆
削
り
器
は
、
市
内
小

学
校
の
新
１
年
生
の
各
学
級
（
全

16
校
・
24
学
級
）
に
置
か
れ
、
進

級
時
も
持
ち
上
が
り
、
卒
業
ま
で

の
６
年
間
、
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
９
日
、
市
内
の
各
小
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
１
年
生

に
『
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
』

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う
と
、
市
が
小
学

校
の
新
１
年
生
全
員
に
毎
年
贈
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
対
象
と

な
っ
た
児
童
は
５
１
６
人
で
す
。

　
こ
の
日
、
塚
部
市
長
が
黒
川
小

学
校
を
訪
れ
、
新
１
年
生
を
代
表

し
て
、
井
手
大ひ

ろ

翔と

さ
ん
に
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、『
黄

色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
』
を
見

か
け
た
ら
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
た

り
、
横
断
歩
道
で
待
っ
て
い
た
ら

必
ず
止
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

↑塚部市長（右）からランドセルカバーを贈られた
新１年生の井手大翔さん（右から２人目）

↑市教育委員会の森教育長（右）に鉛筆
削り器を贈呈する石井信子会長（左）

鉛
筆
削
り
器
贈
呈

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈

新
入
学
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

鉛
筆
削
り
器
、ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈
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山口 瑠
る な

愛さん

★肇
はじめ

・祥
しょう

子
こ

さんの二女

★立花台三丁目

(  　  )４歳
６か月

　
私
は
大
き
く
な
っ
た
ら
、か
わ
い
い

お
姫
さ
ま
に
な
り
た
い
の
☆
好
き
な

遊
び
は
ま
ま
ご
と
遊
び
と
先
生
ご
っ

こ
★
華は

な愛
お
姉
ち
ゃ
ん
が
先
生
で
妹

の
琳り

な愛
と
私
が
１
年
生
の
役
よ
♪

３
人
だ
と
と
っ
て
も
楽
し
い
の
♬

　
世
話
好
き
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず

か
し
が
り
屋
の
瑠
愛
ち
ゃ
ん
♡
よ

く
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
♥
こ
れ
か
ら
も
今
の

ま
ま
、
素
直
な
大
人
に
な
っ
て
ね
(^^)

春夏秋冬 自慢味

● 問合先　男女協働・まちづくり課（ 　☎㉓２１１５）

食育ワンポイント

伊万里のレシピ  No.14

『伊万里の食を豊かに』実行委員会発行
『伊万里食三昧』より

ちょっとおしゃれなスープを食卓に

冷じゃがいもスープ

材　料（５人分）
・じゃがいも（３個）
・玉ねぎ（1/2 個）
・セロリ（1/4 本）
・バター（大さじ２）
・ブイヨン（５カップ）

①じゃがいもは皮をむき八つ切り、玉ねぎ・セロリは
薄切りにする。

②鍋にバターを熱して溶かし、玉ねぎ・セロリをしん
なりするまでいため、じゃがいもを加えてさっとい
ためる。

③②にブイヨンを加えて材料が軟らかくなるまで煮る。
④③を熱いうちにミキサーにかける。
⑤④を鍋に戻して火にかけ、塩・こしょうで味を調え、
氷水で冷やす。
⑥食する直前に生クリームを加え、ざく切りにしたト
マトとみじん切りにした小ねぎを散らす。

元気いっぱい体を動かそう！　子どもの運動能力の低下や、スポーツをしない人の割合が増加傾向にあります
が、幼少期の体験が豊富な大人ほど、やる気や生きがいを持っている人が多いという調査結果があります。スポー
ツや地域の行事などに親子で積極的に参加し、良い汗を流しましょう。ごはんがますますおいしくなりますよ。

作り方など

　市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、食に関する活動を行っているグループが監修した春夏秋冬のレシピを紹介します。

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

・生クリーム（1/2 カップ）
・塩・こしょう（少々）
〔トッピング用〕
・小ねぎ（少々）
・トマト（少々）

大久保 いづみ さん

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
入
庫
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
窓

口
で
勉
強
中
で
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
笑
顔
で
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ

つ
す
る
こ
と
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　
ま
ず
は
笑
顔
で
接
客
。
お
客
さ

ま
を
待
た
せ
ま
せ
ん

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
　
笑
顔
と

声
の
大
き
さ
。
明
る
い
性
格
で
、

人
と
話
す
の
が
大
好
き
で
す

◇
趣
　
味
　
音
楽
鑑
賞

◇
特
　
技
　
書
道
（
５
段
）

◇
市
民
へ
一
言
　
地
域
活
動
で
多

く
の
人
と
関
わ
れ
る
こ
と
が
楽

し
み
で
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た

ら
、
気
軽
に
お
寄
り
く
だ
さ
い

◆ 伊万里信用金庫
（伊万里町）

◆ 平成 27年４月 入庫

(18歳・二里町西八谷搦)

伊万里の

やんぐ・ウォーカー
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